
香川県精神保健福祉士協会規約 

 

 

                      第 １ 章    名称及び事務局 

 

第１条（名 称）  本会は香川県精神保健福祉士協会と称する。 

 

第２条（事務局）  本会の事務局は、事務局長が所属する機関に置く。 

 

           第 ２ 章       目的及び事業 

 

第３条（目 的）  本会は、会員の資質の向上を図るとともに、会員相互の連携・協力を 

促進して、精神障害者の社会的復権と福祉のための専門的・社会的活動 

を進めることにより、香川県の地域精神保健福祉の向上に寄与すること 

を目的とする。なお、この目的は、社団法人日本精神保健福祉士協会及 

び同香川県支部と連携・協力して達成するものとする。 

 

第４条（事 業）  本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。 

       １． 会員の研究の促進と資質の向上を目的とする会合の開催 

       ２． 機関誌その他の発行物の発行 

       ３． 精神保健福祉（精神医学ソーシャルワーク）に関する調査、研究 

４． 関係諸団体との連絡及び協力 

５． 本会の組織運営に関して協議する総会及び会議の開催 

       ６． 社団法人日本精神保健福祉士協会への入会等の情報提供 

７． その他本会の目的を達成するために必要な事業 

 

           第 ３ 章    会   員 

 

第５条（資 格）  本会の会員は､次の各号に該当する者とする。 

       １． 精神保健福祉士または社団法人日本精神保健福祉士協会の会員で、          

香川県内に勤務または在住する者。 

２． 現に精神科ソーシャルワーカーとして勤務している者。 

３． その他、役員会において承認された者。 

 

第６条（入会・退会） 本会に対する入会・退会は規定の書式をもって事務局に申し出るものと

し、役員会の承認により決定する。但し、正当な理由がなく会費を２年以

上滞納した時は、役員会の決定を持って、会員の資格を喪失するものとす

る。 

 

           第 ４ 章    理   事 

 

第７条の１（理 事） 本会に次の理事を置く。尚、理事は社団法人日本精神保健福祉士 

協会の役員と兼任できるものとする。 

             １． 会 長     １名 

       ２． 副会長     ２名以内 

３． 事務局長       １名 

 



第７条の２（選 任） 理事は会員による選挙で選出された者とする。 

 

第７条の３（任 期） 理事の任期は２年とする。ただし、再任は妨げない。 

 

第７条の４（職 務） 会長は本会を代表し、会務を統括する。会長に事故がある時や不在 

時には副会長がその職務を代行する。 

 

第７条の５（役員会） 本会に役員会を置く。 

       （２） 理事は会員の中から若干名の役員を任命する。 

       （３） 理事は役員会を組織し、会務を執行する。 

       （４） 役員会は理事、会計及び他の役員で構成される。 

 

           第 ５ 章   監   事 

 

第８条の１（選 任）  監事は２名とし、会員による選挙で選出された者とする。ただし、 

監事は理事及び役員を兼任することはできない。 

 

第８条の２（任 期） 監事の任期は２年とする。ただし再任は妨げない。 

 

第８条の３（職 務） 監事は本会の業務及び会計の状況を監査する。 

 

           第 ６ 章   総会及び会議 

 

第９条（総会及び会議） 会長は年１回総会を開催する。総会は本会の最高決議機関で            

ある。 

       （２） 総会は会員の過半数を持って成立する。 

       （３） 議長は会員の中から選出する。 

（４） 総会の議事は出席者の過半数をもって決し、可否同数の時は議           

長が決する。 

（５） 会議は必要に応じて会長が開催する。会議は総会、臨時総会、           

理事会、役員会とする。 

 

           第 ７ 章   会   計 

 

第１０条（会 費）  本会の会費は、次のとおりとする。 

                     年会費    ３，０００円 

 

第１１条（会 計）  会計報告を年１回年度末に行う。 

       （２） 会計年度は毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終了する。 

 

           第 ８ 章   規   約 

 

第１２条（規約の変更）規約の変更は、総会にはかられなければならない。 

                  

 

 

 

 

 



 

附 則 

 

１． この規約は、２００５年６月２５日より施行する。 

 

２． 会員は会長に対して本会の活動方針、運営などに関する意見具申、異議申し立て 

ができるものとする。 

 

３． 会長は会員の３分の１以上から意見具申、異議申し立てがあった場合には、速や 

かに役員会を開催しなければならない。 

 

４． 会長は理事会、役員会での議事検討内容を、全会員に機関誌にて報告する。緊急を要 

する場合は、別途文書にて報告する。 

 

 

 

附 則（２００８年５月３１日一部改正） 

 

１． この規約は、２００８年５月３１日より施行する。 


